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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2023年８月10日に公表いたしました2023年12月期通期連結業績予想、2023年２月10日に

公表いたしました配当予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想の修正 

（１）修正の内容 

2023年 12月期通期連結業績予想（2023年１月 1日～2023年 12月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期 

純利益 

前回発表予想

（ A ） 

百万円 

355,000 

百万円 

37,000 

百万円 

42,000 

百万円 

29,000 

円 銭 

200.19 

今回修正予想 

（ B ） 
370,000 42,000 48,000 32,500 

円 銭 

224.34 

増減額（ B - A ） 15,000 5,000 6,000 3,500 － 

増減率（ ％ ） 4.2 13.5 14.2 20.6 － 

（参考） 前期実績 

(2022年 12月期) 
321,338 27,378 37,226 23,977 165.52 

（注） 当社は、第２四半期連結会計期間及び第３四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫

定的な会計処理の確定を行っており、前期実績については、暫定的な会計処理の確定による

取得原価の当初配分額の重要な見直しが反映された後の金額となっております。 

 

（２）修正の理由 

第３四半期会計期間において、国内では物価上昇や人手不足といったマイナス要因がみられ

たものの、円安によるインバウンド需要等、飲食・サービス業界への追い風もあり、当社を取

り巻く市場環境は緩やかな回復基調が継続しました。海外では、物価上昇や金融引き締めの長

期化による景気減速の懸念はあるものの、一部地域を除いて消費や雇用には底堅い動きがみら

れました。 

このような環境下、当社グループでは、国内においては飲食市場及び開拓を進める飲食外市



場への積極的な拡販を推し進め、海外においては堅調な需要の継続に対して製品供給に注力し、

生産性改善等の収益性の向上にも努めることができました。この結果、国内外ともに当初の想

定を上回る業績で推移しました。 

第４四半期会計期間の事業環境に関しましては、国内外ともに物価上昇等の景気減速影響が

懸念されるものの、需要は引き続き堅調に推移することが見込まれ、その業績影響の見通しが

立ってきたことから、上記の通り業績予想を修正いたします。 

業績予想の前提となる為替レートにつきましては、直近の為替動向等をふまえ、１米ドル 140

円、１ユーロ 151 円と見込んでおります。（参考：2023 年８月 10日の業績予想時に想定した

為替レート １米ドル 135円、１ユーロ 145円） 

なお、本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報

及び予測に基づき算定しており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 

 

２．配当予想の修正 

（１）配当予想の修正の内容 

 年間配当金（円） 

第２四半期末 期末 合計 

直近の配当予想 

<2023年２月 10日公表> 
30円 00銭 40円 00銭 70円 00銭 

今回修正予想  65円 00銭 95円 00銭 

当期実績 30円 00銭   

2022年 12月期 

（株式分割前） 
（60円 00銭） 40円 00銭 － 

（注） 当社は、2022年７月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合で株式分 

割を行っております。2022年 12月期の第２四半期期末は分割前、2022年 12月期の期末は

分割後の金額を記載しております。2022年 12月期の年間配当金については株式分割の実施

により単純合計出来ないため表示しておりません。なお、株式分割後ベースでの 2022年 12

月期年間配当金は 1株当たり 70円 00銭であり、今回修正予想は実質的に 25円 00銭の増配

となります。 

 

（２）修正の理由 

当社は、利益配分を経営上重要な政策として認識しており、将来にわたる安定的な企業成長

と経営環境の変化に対応するために必要な内部留保の充実を図るとともに、当社及び当社グル

ープの財務状況、収益状況等を総合的に判断し、株主の皆様に安定的に利益還元を行うことを

基本方針としています。 

なお、株主還元については、総還元性向 40％以上を目標とし、継続的かつ安定的な配当を維

持しつつも、利益成長に応じた株主還元を行い、株価水準や投資計画及び資本効率などを総合

的に勘案し、柔軟かつ機動的な自己株式の取得を検討することとしております。 

当該方針のもと、今回 2023 年 12月期通期連結業績予想の修正と併せて、2023 年 12 月期の

期末配当及び年間配当予想を上記の通り修正いたします。 

以 上 


